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〔資　　料〕

エクセルを用いた人口動態統計システム
― 誰もが簡単に扱えるシステムの開発 ―

　　　　　　石川県保健環境センター　企画情報部	 酒 井　道 則・大 西　道 代・英   　俊  彦
　　　　　　石川県保健環境センター　　　　　　	 平   　哲  宣

〔和文要旨〕
　エクセルを用いて，石川県の人口動態統計をまとめた衛生統計年報の帳表作成用システムを開発

した。ハードウェアは通常業務で使用しているパソコンとし，エクセルのSUMPRODUCT関数（統

計処理用関数）を用いたワークシートで人口動態データを集計できるようにした。これにより，特

別なプログラム等の専門的な知識がなくても，帳表の作成・修正が誰でも簡単にできるようになり，

所要時間も，これまでの４分の一程度（約１週間）となった。また，帳表の作成・修正方法等につ

いて詳細に説明したマニュアルも作成した。

キーワード：人口動態統計，エクセル，SUMPRODUCT関数

１　はじめに

　国は，人口動態調査令に基づき出生・死亡・婚姻・離
婚及び死産の５種類の人口動態事象について出生数や死
亡数等の集計を行っている。
　人口動態統計とは，これらの集計結果を指すものであ
るが，石川県では，年間約３万件発生する人口動態事象
のデータ（以下，人口動態データという。）を，県の健
康福祉行政の基礎資料とすることを目的に，昭和24年か
ら毎年，衛生統計年報（以下，年報という。）としてま
とめている。
　人口動態データの集計は，当初は手集計で行なってい
たが，昭和57年に厚生部（現健康福祉部）の依頼により，
衛生公害研究所（現保健環境センター）の汎用コンピュー
タで行なうこととなった。出力した帳表をそのまま年報
に載せるようにしたため，これまでの３倍近くの数を載
せることが可能となった。しかし，このシステムを動か
すために，プログラムやコンピュータの専門知識を持つ

職員が必要となった。
　以後，県の人口動態の集計・解析業務は，当センター
の衛生統計の集計・解析事業の中で行なわれ，保健福祉
センターの業務年報用資料作成のための集計・解析も同
様に実施されてきた。また，平成19年度には，保健衛生
情報システム事業の一環として過去からの人口動態統計
の電子化にも取り組み，昭和60年から平成19年までの衛
生統計年報の帳表と保健福祉センター関連の資料（標準
化死亡比，合計特殊出生率等衛生統計年報に載せていな
い資料）をすべて電子化した。
　近年のコンピュータ関連技術の急激な進歩により，
ハードウェアは汎用コンピュータからパーソナルコン
ピュータ（以下，パソコンという。）に移行し，ソフトウェ
アは，市販のアプリケーションで対応できるまでになっ
たが，プログラムやコンピュータの専門知識を持った専
任の職員が業務を行わざるを得ない状況は，依然として
変わっていなかった。
　ところが，諸般の事情で平成22年度から，人口動態の
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集計・解析業務は，健康福祉部の健康推進課で行うこと
となった。しかし，そこの担当者は必ずしもコンピュー
タやプログラム等の専門知識を持った職員とは限らず，
しかも，他の業務と並行して行うことが予想される。
　そこで，これを機に，ルーチン業務として誰でも簡単
に遂行できるよう，石川県独自の人口動態統計システム
（以下，新システムという。）の開発を行なった。

２　新システムの概要

　２・１　基本方針
　開発に当たっては，エクセルの基本的な操作（コピー，
貼り付け，ワークシートの作成等）ができることを前提
に，①現在の事務用パソコンが使えること，②プログラ
ムの専門的な知識がなくても，新システムを扱え，簡単
に業務を遂行できること，③集計結果を関係機関（保健
福祉センター，市町等）の職員が現場で自由に利用でき
ること，を基本方針とした。
　また，人口動態データの
入手から保存，集計までの
一貫した手順を分かりやす
く記した人口動態統計シス
テムマニュアル（以下，マ
ニュアルという。）を作成
し，新システムとセットで
移管することにした。
　２・２　新システムの構成
　（1）	 ハードウェアとソ

フトウェア
　以前は，年間約３万件の
人口動態データの処理に
は，汎用コンピュータを使
用せざるを得なかったが，
最近はパソコンの性能が格
段に向上してきたことか
ら，新システムでは，通常
業務用に与えられているパ
ソコンで対応できるように
した。
　パソコンは現在，石
川県で一人一台用とし
て使用されているノー
ト パ ソ コ ン（NEC製
PC-VY16MEFJ1EUX：
37.2GB）を，オペレーティ
ングシステム（OS）は，
Windows XPを使い，ソフ
トウェアは，Excel2003を

使用した。
　（２）人口動態データのエクセルファイルへの変換
　国から提供される人口動態データ（テキストファイ
ル）のエクセルファイルへの変換は，エクセルで手作業
によっても可能であるが，手間がかかること及びミス発
生のおそれがあることから，新システムでは，変換用の
プログラムを作成した。
　（３）集計用ワークシートによる帳表の作成
　これまでは，県で独自のプログラムを作成し集計を行
なっていた。そのため，国で人口動態の取り決め（死因
コード，帳表等）の変更があった場合，県のプログラム
の修正は作成した本人しか対応できなかった。しかし，
新システムでは，エクセルのSUMPRODUCT関数（統
計処理用関数）を用いたワークシートで集計できるよう
にした。
　これにより，帳表の修正は，ワークシートの関数を修
正するだけでよく，さらに別のワークシートに複写して

図１　新システムによる「衛生統計年報」用帳表作成までのデータ処理の流れ
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修正することにより，新たな帳表を作成することも簡単
にできるようになった。
　（４）集計結果の活用
　集計結果は，すべてエクセルファイルの形式で保存・
提供できるようにし，過去の電子化した集計結果ととも
に，死亡率のグラフや年次推移等の作成に関係者が自由
に利用できるようにした。
　（５）マニュアルの作成
　人口動態データの入手，保存，エクセルファイルへの
変換，集計，使用した人口動態データの保存等，一貫し
た処理を行なうためのエクセルの操作を，順を追って説
明したマニュアルを作成した。また，マニュアルの中に
新システムの操作上必要なエクセルの操作の解説も加え
た。さらに，帳表の修正や人口動態データの項目のレイ
アウトの変更に伴う対応については，SUMPRODUCT

関数や変換用プログラムについて解説し，具体的な例を
示しながら修正手順について詳細に説明した。
　これにより，基本的なエクセルの操作（コピー，貼り
付け，ワークシートの作成等）を通常の業務で行なって
いる職員なら，誰でも簡単に人口動態データの集計，帳
表の作成・修正等ができるようになった。
　２・３　機能の内容
　（１）人口動態データ処理の流れ
　図１に人口動態データ処理の流れの概要を示した。人
口動態事象は出生・死亡・婚姻･離婚及び死産の５種類
であるが，国（厚生労働省大臣官房統計情報部）から提
供される人口動態データは，出生，死亡，死産，婚姻，
離婚，周産期死亡の６種類である。これらの人口動態デー
タはテキストファイル（媒体：CD）であるため，作成
した変換プログラムでエクセルファイルに変換し，出生

図２　システムのフォルダ及びファイル構成
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数や死亡数等を集計する。また，人口データと出生数，
死亡数等から出生率や死亡率等を計算する。
　集計・計算結果は，年報用の帳表として体裁を整え，
最終的に新システムで出力した帳表がそのまま年報用と
して使えるようになっている。集計後，使用した人口動
態及び人口データを年次別に保存する。
　（２）フォルダの構成
　フォルダは，人口動態データの処理の流れに沿って，
図２に示すような階層になっている。主なフォルダの内
容は以下のとおり。
　ア　データ保存用のフォルダ

　ア　人口動態・人口データ（原本）
　入手した人口動態，人口データを年次毎に原本として
保存する。
　イ　集計用人口動態・人口データ（年次別）
　集計後のデータを年次別に保存しておくためのもので
1995年から保存してある。
　イ　集計用のデータに変換・編集するためのフォルダ
　ア　人口動態データExcel変換処理
　テキストファイルとして入手した人口動態データをエ
クセルファイルに変換する。
　イ　人口データ前処理

　人口データを集計用のデータに編集
する。
　ウ　人口動態データの集計，帳表作
成用のフォルダ
　ア　帳表集計
　エクセルファイルに変換した人口動
態データを集計する。
　イ　帳表完成
　集計結果の ｢０｣ を ｢-｣ に変換す
る等，集計結果を年報用の帳表に整え，
そのまま年報に使えるようにする。
　エ　保健福祉センターの業務年報用
資料の集計及び作成のためのフォルダ
　ア　保健所業務年報用資料集計
　保健福祉センターの業務年報の資料
用に人口動態データを集計する。
　イ　保健所業務年報用資料完成
　集計結果を業務資料として整える。
　（３）人口動態データのエクセルファ
イルへの変換
　国から提供された６種類の人口動態
データ（テキストファイル）のレイア
ウトのうち，例として出生のレイアウ
トを図３に示した。
　国から提供されたテキストファイル
の人口動態データは単なる数字の羅列
である。これを人口動態データのレイ
アウト（図３）に基づいて，変換用プ
ログラムを用い項目毎に区切り，エク
セルファイルに変換して，出生，死亡，
死産，婚姻，離婚，周産期死亡の６種
類のワークシートを作成する。
　（4）SUMPRODUCT関数による集計
　 S UM P R O D U C T関数は，＝
SUMPRODUCT（配列１＊配列２＊
配列・・・）として記され，各配列に

図３　人口動態データのレイアウト（例：出生）

図４　集計用ワークシート（「総覧」第４表）
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表１　衛生統計年報用帳表一覧
事　　象 帳　　　表　　の　　種　　類 作成機関

総　覧

第１表　人口動態統計総覧，年次別
健康推進課第２表　人口動態総覧実数及び率，都道府県別

第３表　人口動態総覧実数及び率，市部・年次別
第４表　人口動態総覧（実数），市町別

保健環境センター

第５表　人口動態総覧（率），市町別

出　生

第６表　出生数，出産の場所・出産時の立会い者・市町別
第７表　出生数，月・市町別
第８表　出生数，月・性・市町別
第９表　出生数，出産順位・市町別
第10表　出生数，出産順位・性・市町別
第11表　出生数，出生順位・市町別
第12表　出生数，出生順位・性・市町別
第13表　出生数，母の年齢（５歳階級）・市町別
第14表　出生数，母の年齢（５歳階級）・性・市町別
第15表　出生数，出生時の体重・市町別
第16表　出生数，出生時の体重・性・市町別
第17表　出生数，出生順位・母の年齢別
第18表　出生数，出生順位・性・母の年齢別

死　産

第19表　死産数，妊娠期間（４週区分）・母の年齢別
第20表　死産数，妊娠期間（４週区分）・自然—人口・母の年齢別
第21表　死産数，妊娠期間（４週区分）・市町別
第22表　死産数，妊娠期間（４週区分）・自然—人口・市町別
第23表　死産数，月・市町別
第24表　死産数，月・性・市町別

死　亡

第25表　死亡数，死亡の場所・性・市町別
第26表　死亡数，月・市町別・
第27表　死亡数，月・性・市町別
第28表　死亡数，年齢（５歳階級）・市町別
第29表　死亡数，年齢（５歳階級）･性・市町別
第30表　乳児死亡数，月・市町別
第31表　乳児死亡数，月･性・市町別
第32表　乳児死亡数，月齢・市町別
第33表　乳児死亡数，月齢・性・市町別
第34表　新生児死亡数，日齢・市町別
第35表　新生児死亡数，日齢・性・市町別
第36表　死亡数，選択死因・市町別（総数）
第37表　死亡数，選択死因・市町別（男）
第38表　死亡数，選択死因・市町別（女）
第39表　死亡率（人口10万対），選択死因・市町別（総数）
第40表　死亡率（人口10万対），選択死因・市町別（男）
第41表　死亡率（人口10万対），選択死因・市町別（女）
第42表　選択死因の市町別年齢調整死亡率（人口10万対：直接法）（総数）　
第43表　選択死因の市町別年齢調整死亡率（人口10万対：直接法）（男）
第44表　選択死因の市町別年齢調整死亡率（人口10万対：直接法）（女）
第45表　死亡数及び死亡率（人口10万対），選択死因・都道府県別

健康推進課第46表　死亡数，年次・主要死因別
第47表　死亡率（人口10万対），年次・主要死因別
第48表　死亡数，死因（死因分類）・市町別（総数）

保健環境センター

第49表　死亡数，死因（死因分類）・市町別（男）
第50表　死亡数，死因（死因分類）・市町別（女）
第51表　死亡数，年齢（５歳階級）死因（死因分類）別（総数）
第52表　死亡数，年齢（５歳階級）死因（死因分類）別（男）
第53表　死亡数，年齢（５歳階級）死因（死因分類）別（女）
第54表　死亡数，月・死因（死因分類）別（総数）
第55表　死亡数，月・死因（死因分類）別（男）
第56表　死亡数，月・死因（死因分類）別（女）
第57表　乳児死亡数，死因（乳児死因分類）・市町別（総数）
第58表　乳児死亡数，死因（乳児死因分類）・市町別（男）
第59表　乳児死亡数，死因（乳児死因分類）・市町別（女）
第60表　乳児死亡数，月齢・死因（乳児死因分類）別（総数）
第61表　乳児死亡数，月齢・死因（乳児死因分類）別（男）
第62表　乳児死亡数，月齢・死因（乳児死因分類）別（女）
第63表　乳児死亡数，月・死因（乳児死因分類）別（総数）
第64表　乳児死亡数，月・死因（乳児死因分類）別（男）
第65表　乳児死亡数，月・死因（乳児死因分類）別（女）
第66表　新生児死亡数，日齢・死因（乳児死因分類）別（総数）
第67表　新生児死亡数，日齢・死因（乳児死因分類）別（男）
第68表　新生児死亡数，日齢・死因（乳児死因分類）別（女）
第69表　新生児死亡数，月・死因（乳児死因分類）別（総数）
第70表　新生児死亡数，月・死因（乳児死因分類）別（男）
第71表　新生児死亡数，月・死因（乳児死因分類）別（女）
第72表　死亡数，性・死因（三桁分類）別 健康推進課

婚姻・離婚

第73表　婚姻件数，届出月・市町別

保健環境センター
第74表　平均初婚年齢・初婚者数，届出時の年齢（５歳階級）・仕事別
第75表　離婚件数，届出月・市町別
第76表　離婚件数，離婚種類，同居期間別
第77表　離婚件数，離婚種類・同居期間・夫妻が親権を行わなければいけない子の数別

生命表 第78表　都道府県別平均寿命の年次推移（男） 健康推進課第79表　都道府県別平均寿命の年次推移（女）
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対応するデータの積を計算し，その積の和を求める関数
である。集計用ワークシートのセルには，あらかじめこ
の関数が入力されており，セル毎に人口動態データが集
計され，集計結果を表示する。
　年報の全帳表数79表のうち，新システムでは70表を作
成し，残りの９表は，年次別の推移や全体の概要を取り
まとめた表なのでこれまでどおり，健康推進課が手作業
で作成する。表1に県で作成する79表の帳表を示した。
　図４には，総覧の第4表を作成するためのワークシー
ト「４表（実数）」を例として示した。また，例示はし
ていないが，図４のワークシート「５表（率）」は集計用で，
「出生」，「死亡」，「死産」，「婚姻」，「離婚」，「周産期死亡」
は，人口動態データのワークシートである。年齢階級別
死亡率等を算出するときは，人口データのワークシート
がこれらに追加される。
　また，図５にワークシート「４表（実数）」を例にとり，
全セルに入力されているSUMPRODUCT関数の一部を

示した。また，図６には，体重2,500g未満という新たな
条件を追加した場合のSUMPRODUCT関数の修正の例
を示した。
　（５）衛生統計年報用帳表の作成
　集計用ワークシートのセルには，関数が表示されるの
で，集計後，すべてのセルの数値を「値」として貼り付
け直し，「０」と表示されているセルについては，変換
用プログラムを使って「-」として表示されるようにし
た（図７）。これにより，最終的に新システムで出力し
たものがそのまま年報用の帳表として使えるようになっ
た。
　（６）保健所業務年報用資料の作成
　本来，新システムは県の衛生統計年報用の帳表を作成
することを目的としているが，標準化死亡比や合計特殊
出生率等，衛生統計年報の帳表にないもので保健福祉セ
ンターが必要とする資料（表２）については，これまで
どおり作成できるよう，作成方法をマニュアルに記載し

《決められた条件でのSUMPRODUCT関数による集計例》
・集計項目	 ：出生数
・集計の条件	 ：金沢市，男
・エクセル関数	：=SUMPRODUCT（（ 出生! $P $5: $P $65536="201"）*（出生! $R $5: $R $65536="1" ））

↑
決められた集計の条件に対応した配列

○配列の説明
	 ・「出生!」	 ：集計の対象となる人口動態データ（エクセルファイル）のワークシート名
	 ・「$P」，「$R」 	 ：集計対象となるデータ項目（$P:市町，$R:性）の行番号
	 ・「$P $5: $P $65536」	：集計対象となるデータ項目（市町）の集計範囲（行列番号：P5〜P65536）
	 ・「$R $5: $R $65536」	：集計対象となるデータ項目（性）の集計範囲（行列番号：R5〜R65536）
	 ・「="201"」	 ：集計の条件となる市町（金沢市）のコード番号
	 ・「="1"」	 ：集計の条件となる性（男）のコード番号

図５　セルに入力されている「SUMPRODUCT関数」の例（１）
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た。
　２・４　新システムの検証
　新システムを検証するため，過去の
人口動態データ（平成19年）を別途集
計し，これまでの方法で作成された衛
生統計年報（平成19年）の帳表と照合
した。
　その結果，新システムで集計したす
べての帳表について，平成19年の結果
と一致することが確認できた。

３　まとめ

（１）パソコンやプログラム関連の専
門的知識を必要とせず，エクセルの基
本的な機能を使用できることを前提と
した人口動態統計システムを開発し
た。図７　集計結果「０」の値を「-」に変換した例

図６　セルに入力されている「SUMPRODUCT関数」の例（２）

《更に条件を追加した場合のSUMPRODUCT関数による集計例》
・集計項目	 ：出生数
・追加した条件	：体重2500g未満
・集計の条件	 ：金沢市，男，体重2500g未満
・エクセル関数	：SUMPRODUCT（（出生! $P $5: $P $65536="201"）*（出生! $R $5: $R $65536="1"）*

（出生! $AQ $5: $AQ $65536>="0000"）*（出生! $AQ $5: $AQ $65536<"2500"））
↑

追加された条件に対応した配列
○配列の説明
	 ・「出生!」	 ：集計の対象となる人口動態データのワークシート名
	 ・「$AQ」	 ：追加されたデータ項目（体重）の行番号
	 ・「$AQ $5: $AQ $65536」 	：追加されたデータ項目の集計範囲（行列番号：AQ5〜AQ65536）
	 ・「>="0000"」	 ：追加された条件（体重）の下限値（0グラム以上）
	 ・「<"2500"」	 ：追加された条件（体重）の上限値（2500グラム未満）
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（２）使用するハードウェアは通常の業務で使用してい
るパソコンとし，ソフトウェアはエクセルを使用した。

（３）国から提供された人口動態データ（テキスト
ファイル）を当センターで作成したプログラムを
用いてエクセルファイルに変換し，エクセルの

SUMPRODUCT関
数（ 統 計 処 理 用 関
数）を使ったワーク
シートで集計できる
ようにした。これに
より，帳表の修正は
SUMPRODUCT関 数
を修正するだけで簡単
にできるようになっ
た。
（４）エクセル操作の
詳細な手順とともに，
帳表の修正手順を記し
たマニュアルを作成
し，プログラムの専門
的な知識が無くても業
務を遂行できるように
した。
（５）集計結果は，す
べてエクセルファイル
の形式で保存・提供で
きるようにし，過去の
電子化した集計結果も

含め，関係者が自由に利用できるようにした。
（６）今後，関係機関（健康推進課，保健福祉センター，
市町等）の担当者の研修を行い，新システムが最大限
活用されるようにしたい。

表２　保健所業務年報用資料一覧

事象 資　　　　料

出生

５歳階級別出生率及び合計特殊出生率（３年移動平均），市町別
５歳階級別出生率及び合計特殊出生率（単年），市町別
週数・体重・身長・母年齢（単胎・多胎）（県・市町）　
単産・複産別分娩件数，保健所別

死亡

標準化死亡比（３年移動平均），選択死因・市町別　（総数）
標準化死亡比（３年移動平均），選択死因・市町別　（男）
標準化死亡比（３年移動平均），選択死因・市町別　（女）
死亡数（単年），年齢（０歳〜４歳，５歳階級）・死因分類別（県，市町）（総数）
死亡数（単年），年齢（０歳〜４歳，５歳階級）・死因分類別（県，市町）（男）
死亡数（単年），年齢（０歳〜４歳，５歳階級）・死因分類別（県，市町）（女）
死亡率（単年：人口10万対），５歳階級・選択死因・市町別（県，市町）（総数）
死亡率（単年：人口10万対），５歳階級・選択死因・市町別（県，市町）（男）
死亡率（単年：人口10万対），５歳階級・選択死因・市町別（県，市町）（女）
平均死亡年齢（単年），選択死因・県・市町別 （総数）
平均死亡年齢（単年），選択死因・県・市町別 （男）
平均死亡年齢（単年），選択死因・県・市町別 （女）
年齢調整死亡率（３年移動平均：人口10万対：直接法），選択死因・市町別（総数）
年齢調整死亡率（３年移動平均：人口10万対：直接法），選択死因・市町別（男）
年齢調整死亡率（３年移動平均：人口10万対：直接法），選択死因・市町別（女）

婚姻 平均初婚年齢・初婚者数，同居時の年齢（５歳階級）・仕事別


